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（評価結果の所見） 

本研究領域は、様々な階層の先端技術を導入し領域内で共有しながら研究を進めている点が特徴で

あり、数理・人間工学関係者も含めた学際的連携の進める体制が整備されている。遺伝子解析支援、

各種ハンズオンなどの技術支援が充実していることも評価できる。ヒト病的状態に関する公募班があ

り、ヒトへの外挿も想定している。すでに多くの成果が出ており、期待通りの進展が認められている。 

一方で、遺伝子から細胞、細胞から回路形成、回路形成から行動など比較的近い階層をつなぐ研究

が多く、現時点ではまだ個別の研究の集合体として、従来型の研究の延長上にある段階と考えられ

る。今後、研究領域全体でこれらの先端技術共有や学際的連携を更に加速させ、機能的かつ本質的要

素回路を抽出し、遺伝子発現から行動表現までにいたる大きく階層を超える成果につなげ、適応回路

センサスに関する共通動作原理の解明など、新たな学問体系の確立へと発展することを期待する。 


